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１．令和 7 年度事業計画の概要 

 武庫アルテンハイム建替工事については、安全を第一にした工事の進捗と工

事期間中の活動区域の制限等について各事業所との連絡連携に努め、次年度に

かけて計画の最終的な達成に向け進めていく。新規事業として法人内の既存の

設備等を活用し、知的・発達障害児に関する地域のニーズ（武庫川特別支援学校、

阪神特別支援学校）に応えるため放課後等デイサービス事業の立ち上げ準備会

の設置を行う。人材の確保については国内人材による採用の困難性が高まって

おり、外国人の登用について積極的に進めていく。人材育成のためのシステム作

りに向けた中核的な職員への研修を継続的に実施し、体制整備に努める。施設間

の情報交換を密に行うとともに各施設は相互に運営管理について監督する意識

を持つ。各施設、収支責任が明確になるよう独立採算を目指し持続的に運営を安

定させる。 

各課題については次の各号のように計画的に取り組んでいく。 

 

（１）武庫アルテンハイム建替工事について 

  武庫アルテンハイムの建替工事ついて、施工業者及び管理業者との連携を

密にし、安全第一とした工事の進捗に努める。特に工事期間中の活動制限区域

の変更や職員の駐輪・駐車場の確保等について必要な措置を講ずる。また、西

宮市の特別養護老人ホーム等建設補助金の交付申請に係る事務手続き及び独

立行政法人福祉医療機構の福祉貸付金に係る金銭賃貸借契約の手続きについ

て円滑に行うよう努める。金銭賃貸借契約に当たっては担保設定に係る登記

事務処理についても適切に実施する。 

 

（２）人材確保について 

 ①採用計画 

  今年度の新卒正規採用は５名（介護職及び生活支援員）とする。中途採用に

ついては必要に応じて随時検討する。武庫アルテンハイムのユニット型への

変更に伴う人員配置について、年度途中での外国人材登用を３名予定する。 

 ②採用チームの取組 

  若手職員を中心にした採用チームが新卒採用に力点を置いて各種就職フェ

アへ参加し、多様な学生へ法人の事業内容を知ってもらう機会を持つ。説明会

や見学会を通して福祉の仕事の魅力や働き甲斐についてアピールし、採用活



動を精力的に行っていくようにする。 

 ③施設実習・ボランティア・施設見学等を通じて法人の魅力を伝える 

  各事業所の施設実習やボランティア、施設見学の際に介護・支援の「やりが

い」や「仕事の楽しさ」を伝える等、尼崎武庫川園の事業所で働きたいと思っ

てもらえるよう魅力を伝える 

 ④多様な情報発信による人材確保 

  大手就職サイト「マイナビ」に求人広告を掲載し、県内のみならず県外の U

ターン学生に対しても広くアピールする。また、ホームページの採用サイトに

おいても積極的な情報発信を行う。 

 ⑤多様な働き方の人材確保 

  シニア層、セカンドキャリア等多様性の人材確保と短時間労働や兼業によ

る多様な働き方への人材確保についても積極的に行う。 

   

（３）人材育成について 

 ①人材育成のシステム作り 

  職員の育成に関して体系的な人材育成システムを構築するための中核とな

る職員への研修を継続しながら、各事業所内での業務標準化、マニュアル作り

などの取り組みを強化していく。引き続き、個々のキャリアアップを意識し、

法人の理念に沿った人材育成のシステム作りを進めていく。 

 ②研修機会の充実 

  オンライン研修による基礎的知識の獲得、必須となる虐待防止や身体拘束、

感染症研修をカバーするように積極的に活用する。また、法人研修は引き続き

キャリア別研修の位置づけとし、役割の確認やスキルアップを目的に計画す

る。外部研修は各事業所で幅広く参加を促し、他事業所や多職種との交流の機

会を持つようにする。 

  

（４）ワークライフバランス等への取組について 

  令和７年４月及び１０月に改正される育児・介護休業法の施行に伴い、必要

な措置を講ずるとともに、次世代法に基づく一般事業主行動計画の策定によ

り女性職員の育児休業取得率及び男性職員の育児休業取得率の向上を目指す。

また、年次有給休暇の取得については現行の５日取得の継続と年間取得率の

向上についても引き続き啓発を行う。 

 

（５）地域貢献・地域における公益的な取組の推進について 

 ①社協との連携 

令和 7 年度についても、西宮市社会福祉協議会を中心とした段上福祉委員

会や地区懇談会及び段上施設交流会へ積極的に参画し、地域の皆様及び近隣事



業所との連携を深めていく。また、「ほっとかへんネット西宮」の実施する活

動にも積極的に参画し、「災害・防災」「人材確保」等の委員会活動を通じて、

各法人との情報交換を行い、より幅広い地域の課題解決へ向けて取り組みを進

める。 

 ②地域交流 

引き続き各種感染症の感染状況及び武庫アルテンハイムの建替工事に配慮

しながら尼崎武庫川園祭りの企画について、ご家族、地域の皆様にも参加して

いただけるよう検討する。あわせて西宮市民祭りやミーツ the 福祉、甲東文化

のつどい等の地域の行事や祭り等について、ご利用者と共に積極的に参加する。 

 

（６）災害対策の整備について 

 ①防災訓練の実施 

  事業所ごとに火災、水害、地震等を想定した避難等の訓練を定期的に行うこ

とにより、災害時の落ち着いた行動や速やかな避難ができるように取り組む。 

 ②非常時の食料（飲料水を含む）や設備の確保 

  備蓄食料についてはリーブ・フルーリー4 階及び新館４階へ３日分を確保す

る。また、災害時の電力確保として小型発電機の購入を進める。 

 ③BCP 計画の見直し 

  BCP 計画について、総合防災訓練（BCP シュミレーションとして実施）や

参集訓練等を通して現行計画の課題を抽出し、より機能的な計画となるよう

随時見直しを図る。 

   

（７）委員会活動について 

 ①衛生委員会 

  福祉の職場における 2 大労働災害である腰痛及び転倒による怪我の防止に

ついてノーリフトケアの推進等の啓発活動を行う。また、ストレスチェックの

実施や健診結果の考察と啓発等を通して、職員の心と身体の健康増進への取

組を進める。職場環境の向上に向けて、現場における心理的安全性の重要性に

ついても啓発していく。 

 ②虐待等防止委員会 

  虐待防止及び身体拘束の適正化を図るため、虐待等防止委員及び責任者を 

選任する。令和 6 年度の各事業所の取組状況及び実態を把握するため委員会 

を開催し（６月予定）、結果を職員へ周知徹底する。また、必要に応じて各種 

規程等の整備に係る情報提供やオンライン研修等を活用した研修の案内を行 

うなど虐待を未然に防ぐ取り組みを行う。 

 ③感染対策委員会 

  各事業所で発生する感染症による集団感染に対し、情報を共有し感染対策 



 を検討するとともに実際の症例をもとに対応マニュアル等の作成を行う。ノ 

ロウイルスや発熱者が出た際のシュミレーション研修を定期的に行うよう計 

画する。また、各委員の気づきを感染予防へ反映できるよう施設巡回の実施や 

感染期の「感染防止キャンペーン」等の啓発等を引き続き行う。 

④広報委員会 

  機関誌の発行（年２回）、ホームページの情報公開ページの年次更新やブロ

グ、インスタグラムの定期的な更新により法人の魅力を知ってもらう機会と

する。採用チームと連携し、採用サイトの充実や採用情報の発信を行うことで、

新規採用者の向けの広報活動を積極的に行う。 

 ⑤事故対応（リスクマネジメント）委員会 

  各事業所のヒヤリハット、出来事、事故報告を共有、検証し注意喚起や事故 

防止策の検討を行うことで、改善へ繋げていくようにする。また、リスクマネ 

ジメントに関する研修の企画・実施により知識や対応の底上げを図っていく。 

 ⑥採用チーム 

  ２年目、３年目の若手職員にチームの活動に参画してもらい、より就活を行 

う学生目線を取り入れた説明やアピールを行うことで、新卒採用の目標達成を

目指す。県社協就職フェア及び FACEtoFUKUSHI の実施するフェアにも参

加し学生との接点を増やしていく。 

 ⑦ノーリフト委員会 

  ノーリフティングを推進するための組織づくりを目指し、ノーリフト委員

会を立ち上げる。各事業所のリフト担当者による情報交換や機器の導入だけで

ないノーリフトケアの視点の普及に取り組む。取り組み内容を実践報告として

発表し、法人として全職員が安全に働ける環境になるよう、そして腰痛などの心

身の不調で離職する職員を０にすることを目的として「ノーリフティング宣言」

できるよう取り組みを進める。 

 

２．基本理念 

・ご利用者の自己実現と自立を支援する。 

・一人一人にとって明るく豊かな暮らしをつくる 

・ご利用者が地域の一員として生きることを支援する 

 

３．重点事項 

・武庫アルテンハイムの建替工事について、本部及び各施設が連携しご利用者の 

安全・安心を徹底する。情報の共有を密に行い、各事業所の運営に支障の出な 

いよう努める。 

・各事業所の財務状況の安定を目指し、広報活動等による利用者募集の強化に努

め、定員の充足を図る。 



４．年間事業 

● 年 間 事 業 計 画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４月 
辞令交付式、新任職員研修 

各委員会活動 

５月 

会計監査、監事監査、法人研修、総合防災訓練 

定期健康診断 

各委員会活動 

６月 
決算理事会、定時評議員会、法人研修 

各委員会活動、虐待等防止委員会 

７月 
法人研修 

各委員会活動 

８月 
法人研修 

各委員会活動 

９月 
法人研修 

各委員会活動 

１０月 
法人研修 

各委員会活動 

１１月 
武庫川園祭り、法人研修、会計監査 

各委員会活動 

１２月 
中間報告理事会、法人研修 

各委員会活動 

１月 
法人研修 

各委員会活動 

２月 
法人研修 

各委員会活動 

３月 

予算理事会、予算評議員会、法人研修 

各委員会活動、給食会議 

武庫アルテンハイム仮使用申請 



松の園 
 

１、 令和 7年度事業計画の概要 

 7 年度は男性 22 名、女性 23 名、合計 45 名でのスタートとなる。ご利用者

の平均年齢は 55.5 歳、全体の 29％が 60 歳以上である。職員配置は、管理者 

1、サービス管理責任者 1、生活支援員 19（うち非常勤・派遣 7）、看護師 2

（うち非常勤１）、栄養士 1、事務職員 1、セラピスト（柔道整復師・非常勤

1）、嘱託医の予定で、専門職間との連携を深めて、ご利用者の生活と健康を支

えていく。 

 令和 7年 3月からアルテンハイム建て替え工事がはじまった。令和 9年 3月

までの 2年間、ご利用者の生活全般への影響は計り知れない。不安の軽減や安

全の確保は関係業者と連絡を取り合い、ご利用者の健全な生活を守っていく。

また、ご家族の面会や帰宅帰園時の車への昇降にも十分な配慮を怠らない。 

（１）感染症対策 

ご利用者、職員共に基本的な感染対策が身についている。国の指針をしっか

りと理解し、今年度も職員には自覚を持った責任ある行動を求めていく。看護

師主導でノロウィルスや発熱者が確認された際のシュミレーション研修を随

時行い、全体の意識を高める。各種衛生用品も十分備蓄し、在庫を確認しなが

ら災害等の有事も視野に入れ備えていく。 

（２）高齢化・重度化 

本人の気持を大切にしながらご家族とともに「どこでどのように暮らすのか」

を施設の役割を踏まえたうえで考えていく。また、移動や食事、入浴の介助が事

故につながらないよう、支援力の向上を目指し、実践研修に積極的に参加してい

く。高齢に伴う障害の重度化や身体機能低下に伴うケアについては外部機関の

協力を得て重点的に学んでいく。リーブ・フルーリーと共に研修を定期的に企画

し、職員の知識・技術の向上をはかっていく。法人が掲げるノーリフティングポ

リシーの推進については、ノーリフト委員が中心となり、抱え上げない介助に向

けての理念を職員に周知し、意識改革を行っていく。ご利用者の身体状況にあっ

たケアを提供できるスキルを身に付けていく。 

（３）健康維持 

病気の早期発見に努めており、内科、精神科医の月１回の往診、歯科医･歯科 

衛生士による週 1回のオーラルケア、耳鼻咽喉科医の年２回の定期健診に加え、

日々セラピストによる支援計画に基づいた機能訓練をおこなっていく。定時に

柔軟体操を実施し、転倒予防、機能低下予防に努める。 

（４）生産活動 

松の園の特徴でもある生産活動を主軸にした日中活動は、多くのご利用者が



「働いて対価を得る」ということを生きがいに感じており、メリハリのある日

常を過ごすことができている。生産活動はご利用者の高齢化に比例し年々縮小

傾向にあるが、今後も大切にしていく。工賃支給は、工賃支払規定に基づき支

給しており、必要があれば、半年で単価の見直しを図る。生産収入に応じて公

平に分配する。 

業者から借用していた古い穿孔機を廃棄し、第 2 松の園が不要になった穿

孔機を譲り受けた。業務が効率化され、生産活動収入を増やす。 

（５）日中の活動・余暇活動 

定着した食の行事（バーベキュー、季節弁当、おやつ作り等）に関しては、

7 年度も実施する。音楽セラピー・手芸など、職員で実施しきれない部分は、

外部資源（ボランティア）の力を十分活用していく。「休日は出かけたい」「運

動したい」等の声をご利用者本人から聞くこともあり職員配置を厚くして、声

に応えていく。 

 

（６）設備整備 

 ・厨房床面のひび割れが目立つため、塗床工事を行う。（5 年度より未実施の

為） 

・２階厨房天井から漏水 原因究明し修繕工事をおこなう 

・エアコンの清掃 

 

２、 基本方針 

（１） 豊かで、家庭的な生活環境を提供する。 

（２） 自立と社会活動への参加を支援する。 

 

３、 重点事項 

  （１） 武庫アルテンハイム建て替え工事中の安全確保 

  （２） 感染症対策の徹底 

  （３） ボランティアによる日中活動の充実 

  （４） 疾病の早期発見に努める（行きすぎた健康管理にならない） 

  （５） 権利侵害に気づく力を持つ（虐待防止委員会・法人内研修） 

  （６） スタッフの専門性を高める。（障害特性・権利擁護・介護技術） 

     

４、 年間行事計画  

４月 
お花見  

おやつバイキング   

５月 総合防災訓練  健康診断 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

（毎月の行事） 

誕生会 理美容 血圧体重測定 内科検診 精神科往診 

バーベキュー 外注季節弁当 買い物外出 音楽セラピー  

    避難訓練 

 

（毎週の行事） 

ストレッチ体操（月・水・金入浴後）  オーラルケア（金） 

 おやつ作り 

 

＊小グループ外出は状況に応じて適宜行う 

     

買い物外出   

６月 
耳鼻科検診①  ボーリング大会 

おやつバイキング   

７月 
七夕まつり     

日帰り旅行 

８月 
夏の縁日  

買い物外出 

９月 
松の園フェスティバル 

ボーリング大会 

１０月 
秋季健康診断  おやつバイキング    

インフルエンザ予防接種 

１１月 
焼き芋 

武庫川園祭り 買い物外出 

１２月 
クリスマス会 

大掃除 おやつバイキング 

１月 
新年会 もちつき  耳鼻科健診② 

ボーリング大会 

２月 
節分 まめまき         

おやつバイキング 

３月 
ひなまつり  買い物外出 

お楽しみ会 



カトレアの園 
 

１ 令和７年度事業計画の概要 

   昨年度入所４２名通所９名でスタートし、１名が亡くなられ、２名が入所

された。 

今年度は入所者４３名通所者９名でスタートとなった。現在体験見学を受け

入れながら、入所のマッチングを行っている。４８名の入所者を目標に新規

入所を検討し財政の安定を図る。 

 昨年に引き続きご利用者の支援について、統一した支援の提供、根拠をも

った支援をチームで行っていくことを目標とする。そのために個別の支援の

標準化やマニュアルの整備を行う。また個別支援計画や意思決定支援、脳性

麻痺・身体障害についての研修を行い、障害特性の理解を深め、個別支援計

画に基づいた支援を行い生活の質の向上に取り組む。虐待防止・身体拘束に

ついては全職員対象に研修を行い、定期的にセルフチェックリストを実施す

る。各種業務マニュアルを整備・更新し、それぞれの担当業務を明確にし、

業務の効率化を図り、担当業務について責任をもって遂行できるようにする。

人材育成について、職員の入職時研修の中身の更新と到達目標を明確にした

育成マニュアルを検討する。 

個別支援について活動メニュー以外での個別支援の体制を検討し、手芸や

音楽、パラスポーツ、読書などご利用者が主体的に取り組める環境を整え

る。２４時間姿勢ケアは単に姿勢の改善だけではなく、ご利用者の自己実

現のための取り組みとして継続する。 

   環境整備については業務効率化のため、インカムの導入を検討する。入浴

支援については現状の課題を把握し、入浴方法の検討と特殊浴槽の新規導

入を検討する。 

感染症については引き続き、標準的な感染対策を継続する。 

   労働安全衛生対策の視点をもった抱え上げない介護の取り組みはマニュ

アルをもとに継続し、日常的にリスクの見積もりを行う。 

      

 ２ 基本方針 

（１）利用者個々の人格を尊重し、本人及びご家族の想いを聞き取りながらそ

れぞれにあった支援計画を立案し、計画に沿った支援を行う。 

（２）園生活をとおして生きがいと潤いを感じる雰囲気や環境をつくり、利用

者自らが積極的に自己実現できるよう援助を行う。 

 

 



３ 重点事項 

（１）安定した事業の維持のために入所者の確保を行う。 

（２）統一した支援体制を確立するための学習と標準化マニュアル化、会議の

充実を図る。 

(３) ご利用者が主体となる活動を提供する 

 

 ４ 年間行事 

             年 間 行 事 計 画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

毎月 誕生日会 食のイベント＊屋外外出行事は状況に応じて実施する 

  

４月 花見行事 

５月 近隣外出  健康診断 

６月 スポーツ大会 

７月 近隣外出 

８月 夏祭り  

９月 近隣外出 

１０月 近隣外出 花火鑑賞 

１１月 武庫川園祭り 

１２月 クリスマス＆忘年会 

１月 新年会 

   ２月 近隣外出 

３月 花見企画 近隣外出 



武庫アルテンハイム 
 

1 令和 7 年度事業計画の概要 

昨年度は、法人の掲げた「ノーリフトポリシー」の実施及び建て替えに向け

た経常収益を上げることを年間の目標として掲げた。しかし正規職員 2 名の

離脱や入所決定までの時間を短縮することが出来なかったこともあり、結果と

して掲げた事業計画自体の遂行ができなかった。 

建て替えという大きな事業が確定し、動き始めた今年度は経常利益を上げる

ことを第一とする。入所稼働率 90％（56 人）、ｼｮｰﾄ稼働率 60％（3 人）を達

成し、そのまま維持してユニット開始前には 95％に引き上げておくことが必

至である。また、令和 8 年度には従来型特養ではなくユニット型個室特養とし

て大きく事業を転換するため、全職員が「ユニット型個室特養とは何であるか」

について体感できる研修（実習）を取り込んで準備を進める。 

 

  (1)  「ノーリフトポリシー」の着実な実施 

ご利用者の介護度は変わらないが介護量は年々増えている。特に身体面

での機能低下は著しく、自力での移動・移乗が難しい方が増えた。食事を

ご自分で食べることができる人も減っている。リフトの導入はしたものの、

職員配置のまずさからリフトの活用が後退している。適切に離床・臥床時

にリフトを活用し、安全に確実に介助を行うことを優先する。そのことに

より、ご利用者の上肢や下肢の表皮剥離といった怪我を無くすようにする。

また、トイレ介助時に活用している Hug 等の今ある介護福祉機器を活用

し、効果的な介助が行えるようにする。 

 

(2)  「ユニットケアとは何か」について学ぶ 

  アルテンハイムの職員の多くは、従来型特養であるアルテンハイムしか

知らない。中途採用の数名は、ユニット型個室の特養での勤務経験がある

が、その経験自体を活かすような場面がなかった。建て替えが済み、翌日

からユニット型個室での介護ができる訳ではない。すでに協力体制を結ん

でいる市内にあるユニット型個室の特養の協力を得て、正規職員・非常勤

職員共に体験実習を行う。体験実習を踏まえて、現在のアルテンハイムの

南北のエリアを「ユニット」と見立てた業務返還を行い、令和 8 年度開設

に向けた準備を行う。 

       

(3)  安定した職員体制の確保 

昨年度、建て替えを前に異動も含めて職員体制を厚くしたが、体調を崩



して 3 名の職員が離脱した。ユニット型個室の特養では、従来型と同様に

職員は 3：1 の比率で配置されているが、全職員で利用者全体への介護を

行うのではなく、各ユニットで介護を行うため 3：1 の比率では対応でき

ない。市内の特養でも、ユニット型の場合は 1.5：1～2：1 の比率で配置

して何とか対応できているのが実情である。アルテンハイムの場合、一度

にそういった体制をとるには経営状態からいって難しく、経常収益を上げ

ることを条件に年間を通して段階的に外国人登用 3 名を含み職員体制を

整えることとする。 

 

2 重点事項 

(1) 職員教育 

    建替した場合、施設業務がユニットケアに移行するため、準備期間中に

「一斉介護」から「エリア別介護」に取り組み、「ユニットケアとは」を意

識して業務が行えるように取り組む。そのため、市内のユニット型個室の

特養に依頼をかけて協力体制を確保した。全職員にユニットケア実習を年

間プログラムとして行う。 

  (2) 施設内環境の整備 

    施設の設備だけではなく、利用者の生活空間をどのように整備していく

のかについて職員と考えていく。4 人部屋、2 人部屋、個室といった各居

室の中を各ご利用者の「生活の場」として整理・整頓し、暮らしやすくす

るという当り前のことを実行する。また、洗面所やトイレといった日常の

中に欠かせない環境も「ものを取りやすく」「ものが使いやすく」整備する。 

(3) 感染症対策 

    衛生物品の補充・管理、BCP に基づいたシミュレーションや研修の実施

を引き続き年間計画に取り込む。また、日常の介護を行う中で、手洗い・

手指消毒について、より周知徹底して行い、職員自身を守り、ご利用者を

守るという予防策を徹底する。 

 

4  年間行事 

   季節を感じることの出来る行事や装いといった日常から遠ざかってしま

っているので、少しずつ外出プログラムを復活させていく。 

 

 年 間 行 事 計 画 

4月 花見昼食会、ミニ外出（花見）、 

5月 マグロの解体ショー、菖蒲湯入浴、 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※コンビニ等近隣外出は、新型コロナウイルス等の感染状況で判断 

 

 

 

  

6月 近郊ドライブ 

7月 七夕会 

8月 アルテン夏祭り 

9月 敬老会、こばと聴覚特別支援学校敬老訪問 

10月 デリバリー企画（予定） 

11月 武庫川園祭り、コスモス見学（喫茶外出）、 

12月 クリスマス会、餅つき、ゆず湯入浴 

1月 新年会（アルテン神社初詣） 

2月 節分会 

3月 手作りおやつクッキング 



第２松の園 
 

１ 令和 7 年度事業計画の概要 

令和 7 年度は、25 名でのスタートとなる。障害の程度や特性に応じて、ご利

用者一人ひとりにあった活動ができるよう作業を提供し、さらなるスキルアッ

プや支援の充実を図る。個々のニーズやライフステージに合わせた利用サービ

スの変更や検討については継続しておこう。また、法人内施設が連携し、当事者

を中心とした支援者間での情報共有をおこなう。「本人のことを知っている」支

援者を増やしていくことを目標に関係各所と調整する。 

 新規作業への取り組みや、その為の環境整備を行い、報酬単価の向上へつなげ

る。目標工賃達成指導員を中心に、ジョブステーション西宮への加入を継続、単

独では受注できない仕事を請け負う。日本基盤ネットワークの加盟も継続しパ

ソコン解体リサイクル事業も行う。企業や病院、学校等一定認知されてきた事も

あり多くのパソコンを頂いた為、安定して作業を行えているが、公的機関にも営

業を行いリサイクル事業を拡大する。また、法人内施設の人材不足を補えるよう

清掃や周辺業務を仕事として請け負い工賃向上を図っていく。生産活動・下請け

作業の入荷や送迎・添乗会議など、通所事業間での共通部分は引き続き意見交換

を密に行い、効率的に実施していく。併せて行事・体験活動等も第 1 松の園と合

同で取り組む事を増やし、施設間での交流の機会を増やしていく。 

作業の充実、工賃の向上、行事等の作業外の活動の充実を SNS や情報紙を利

用し、外部アピールを積極的に行い新規利用者を獲得していく。送迎についても

西宮市内からの利用ニーズも増えてきている事を考慮してルート・車両の検討

もおこない、新規利用者が利用しやすい環境を整えていく。 

施設整備として老朽化が進んでいる箇所を重点に修繕、改修を行う。作業コー

ナーの照明の LED 化への順次変更、屋上防水処理等、利用者が快適に過ごして

いただけるよう適宜改修を行っていく。 

 事業継続計画や感染症予防については法人内各事業所と共同で情報共有を行

いながら研修や対策を実施し対策の強化を行っていく。職員の慢性的な時間外

労働に対しては作業入荷量の調整や事務作業、下請け作業から新規生産活動へ

の転換を図る。 

 サービスの質の向上を図るために、職員の人材育成に力を入れ、法人研修や外

部研修へ積極的に参加し、高い専門性を求める。 

 

２ 基本方針 

  利用者の意思および人格を尊重し、職業支援、生活と相談援助、保健衛生 

支援等を総合的に行う。 



３ 重点事項 

  自己選択し、自己決定できる場面を増やす。 

個々の能力や意欲、成果を評価し、工賃に反映させる。 

  ご利用者の適性に合わせて、生産活動や作業のスキルアップを図る。 

  スタッフの専門性を高め、効率の良い作業工程や事務を定着させる。 

  新規生産活動などの新規開拓の営業活動をおこなう。 

 

４ 年間行事 

  生活空間の場として、感染症を予防しながら楽しみを共有できる行事を行

い、利用者の親睦を図る。 

 

       ● 年間行事計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

※懇談及び外出を伴う活動について、感染症状況により変更の場合があります 

 

 

  

４月 お花見、音楽療法 

５月 健康診断（希望者のみ実費）、音楽療法 

６月 音楽療法 

７月 音楽療法 

８月 夏祭り、音楽療法 

９月 音楽療法 

１０月 音楽療法、西宮市民祭り 

１１月 
武庫川園祭り、インフルエンザ予防接種、 

音楽療法 

１２月 クリスマス会、大掃除、音楽療法、懇談会、 

１月 新年会、音楽療法 

２月 節分会、音楽療法 

３月 ひな祭り、音楽療法 



リーブ・フルーリー 
 

１ 令和 7 年度事業計画の概要 

令和 7 年度は、ご利用者の活動については、一番の楽しみにされている外出

行事の充実を図っていく。これまで行ってきたドライブや買い物外出について

は引き続き継続。昨年度から再開した選択外出を今年度も企画し、外出する楽し

みを感じていただく。ご利用者の高齢化に伴い、行き先の工夫も併せて行ってい

く。この他に、ご利用者の個々に取り組みたいことを実施する個別支援の活動や、

男性・女性利用者が一緒になって楽しめるレクレーションを行っていき、ご利用

者の楽しみの創出・ニーズの充足を図っていく。 

 次に、ご利用者へのケアに関して、高齢に伴う障害の重度化や身体機能・認知

機能低下に伴うケアについて重点的に強化を図っていく。ご利用者に対する介

助方法ついては外部機関の協力を得て、研修の機会を毎月設け、職員の知識・技

術の向上をはかっていく。法人が掲げるノーリフティングポリシーの推進につ

いては、リーブ・フルーリー内にもノーリフト委員会を立ち上げ、抱え上げない

介助に向けての理念を職員に周知し、意識改革を行っていく。各種介護機器の導

入や、備品の購入は継続して行い、ご利用者の身体状況にあったケアを提供して

いく。認知症のケアについては、外部の研修参加や内部での勉強会を実施し、職

員の知識向上を図っていく。法人内にある武庫アルテンハイムとも連携をしな

がら理解を深めていく。 

人権・権利擁護意識向上については、支援と介護が混在している現場において、

利用者主体であることを念頭に置き、「自分がされたい支援、介護とは何か」を

問いかけ続けていく。委員会活動において、職員への啓発活動を毎月行っていき、

権利擁護意識を高めていく。 

 施設整備については、ご利用者関連では、居室照明を LED タイプの器具に交

換を行う。施設修繕では、経年劣化に伴う 2 階の浴室、リネン室扉の改修を行

う。この他に、公用車セレナの更新を行う。開所 20数年が経過し、居室や共同

スペースの等の生活空間にも手を入れていかなくてはならない箇所が増えてき

ている。ご利用者が快適に過ごしていただけるよう適宜改修を行っていく。 

 短期入所事業については、法人内相談支援事業所と通所事業所と連携し、新規

の利用者獲得と併せ稼働率向上を図ると共に、ご家族のレスパイト機能として

の事業継続を行っていく。また、ご家族の高齢化に伴うご利用者の今後の受け皿

としての役割も果たしていく。 

 

２ 基本方針 

 ・利用者にとって楽しく生き甲斐が感じられる施設になるよう努める。 



 ・豊かな生活空間を創出し、ゆとりと温かみのある支援内容にするよう努める。 

 ・職員の資質を高め、意思の疎通と統一を図り一貫性のある支援体制を整える。 

３ 重点事項 

・日中活動等日課の見直し 

ご利用者のライフステージにあった日課の見直し、個別支援の充実を図ると

共に、コロナ禍前の生活に戻していく。介護技術の習得や介護機器の使用、

導入を進める。 

・高齢利用者への支援体制を整備する 

  高齢障害者の特性や高齢になられることで変化していく身体状況や心の変

化の理解促進など職員の学習機会を確保する。施設において行える支援の

幅についても検討していく。 

 ・感染症対策 

  館内における感染症対策を継続。手指消毒等の基本的な感染対策を行うと

共に、国から示される対応方針に従っていく。 

   

４ 年間行事 

年 間 行 事 計 画 

４月 お花見 

５月 春季休暇支援 

６月 定期健康診断 

７月 夏祭り 

８月 夏季休暇支援 

９月 バーベキュー 

１０月 ハロウィンイベント 

１１月 武庫川園祭り 

１２月 クリスマス会・館内大掃除・冬季休暇支援 



 

 

 

 

       

 

 

＊選択外出・コンビニ外出については各月に計画・実施していく 

  

１月 冬季休暇支援・新年会 

２月 節分会 

３月 お楽しみ会 



第１松の園 
 

１ 令和 7 年度事業計画の概要 

特別支援学校卒業生２名、昨年度途中より新規利用１名、第２松の園から生活

介護利用への契約変更２名、計５０名の利用で始める。（定員５０名） 

ご利用者のニーズやライフステージに合わせた利用サービスの変更や検討に

ついては継続しておこない、法人内施設へのショートステイ等を活用しながら

当事者を中心とした支援者間での情報共有をおこなう。「ご本人のことを知って

いる」支援者を増やしていくことを目標に関係各所と調整し、法人内施設間でご

利用者の「就労」「日中活動」「入所」「地域移行」「短期入所」のつなぎ役として、

利用サービス変更や調整の役割を担えるように関わっていく。 

むこがわ特別支援学校高等部開設に伴い西宮市内からの利用ニーズも増えて

きている事を考慮して、効率の良いルート・車両での送迎を実施する。 

日中活動では、活動的な年齢層と高齢層とのニーズの違い・自閉症の特性を持

つ方のニーズに対応できるメニューをグループ化し提供していくことを継続す

る。 

ニーズに合った「創作」「表現」「健康」「生産」「作業」「生活（清掃など）」「自

立課題」などのメニューを小集団や個別で取り組む。個々の利用者の特性にあっ

た作業スタイルや自主生産品を制作し、PC 操作や ICT 機器の活用で活動を広

げたり、本人のできることを増やしていけるように支援を提供する。 

第２松の園と連携をしながら生産活動や行事・体験活動等を合同で取り組み、

また、行事には利用者が主体的に取り組めるよう利用者の実行委員をつのり、季

節行事の企画や運営に参画できるような仕組みを作る。 

社会生活参加のための活動として、自主製品の販売や作業材料の出入荷など

で一般企業の方との関わりの機会を増やしていけるよう、第２松の園の生産活

動事業の運搬の役割を担えるよう事業所間で検討をおこなう。 

 ホームページや「ひだまり通信」で活動内容を発信するとともに、地域の催し

（祭り・作品展・バザーなど）に積極的に参加し、地域で共に生きていく理解を

広げていく。 

日中一時事業の送迎について、利用者・ご家族へのアンケートを実施したとこ

ろ一定のニーズがあった。人員配置等を検討し、運営時間帯を設定したうえで、

個別での送迎の実施ができるよう継続して検討し利用率の向上を図る。 

事業継続計画や感染症予防については法人内各事業所と共同で情報共有を行

いながら研修や対策を実施し対策の強化を行っていく。 

 法人研修や外部研修への参加や他施設との人事交流を図り、OJT のマニュア

ルを設定しながら職員の資質向上を目指していく。 



２ 基本方針 「向き合い歩み寄り支援する」 

・利用者が主体 利用者の人権を尊重し笑顔あふれる安心した日中活動を

行う。 

・専門性の高い支援をチームで提供する。 

・家族・保護者会・法人内を含む地域の事業所・関係団体と連携をとる。 

 

３ 重点事項 

① 障害特性に合わせた支援をチームで検討・提供をおこなう 

② 個別のニーズに対応する活動メニューの新規立ち上げ 

③ 感染対策・災害対策のマニュアルの検証・再構築。 

 

４ 年間行事 

   利用者の主体となれる行事を計画・実施する。 

第２松の園との合同でできる行事を検討、実施する。 

   感染対策を取りながら行事を行う。＊中止の場合もあり 

 

             年 間 行 事 計 画 

４月 花見    

５月 
食事会かグループ外出 

販売会 

６月 定期健康診断 

７月 七夕・作品展    販売会 

８月 
１松 夏祭り 

販売会 

９月 西宮ふれあいネットワーク（バザー） 

１０月 
グループ外出 

西宮市民祭り    販売会 

１１月 
武庫川園祭り 

ミーツザ福祉 

１２月 
クリスマス会 

販売会 

１月 新年会   

２月 節分          西宮市作品展  



 

 

 

 

 

 

 

      毎月   誕生会 避難訓練 医療相談 

毎週   各種サロン活動 音楽療法 

個人懇談 

３月 
ひな祭り ・ クラブ活動発表（動画） 

販売会 



こころ＆つばさ 
 

１ 令和７年度事業計画の概要 

昨年度は３名の利用にとどまり、相談支援事業所と連携し、情報の提供と

新規入所者募集をしたが、新規入所者の確保ができなかった。欠員の状態が

続いているため、早急に新規入所者の受け入れが必要。 

相談支援事業所とも連携し、広報を引き続き強化する。 

ご利用者の高齢化に伴い、相談支援事業所とヘルパー事業所と連携し、体調

の変化に対応していく。 

  職員に対してはオンライン研修を活用し、支援の質の向上を図る。 

また「ケアアプリ」を活用し、かがやきステーション、カトレアとホームの

連携を強化する。 

地域連携推進会議の開催と施設見学の受け入れを計画する。 

  

２ 基本方針 

（１）ご利用者個々の人格を尊重し、本人及び家族の想いを聞き取りながらそれ

ぞれにあった支援計画を立て、計画に沿った支援を行う。 

（２）利用者が、それぞれの能力や個性を発揮し、社会参加ができるよう支援す

る。 

（３）地域での生活をとおして生きがいと潤いを感じる雰囲気や環境をつくり、

ご利用者自らが積極的に自己実現できるよう支援を行う。 

 

３ 重点事項 

（１）地域の事業所との連携を図り、地域への定着と自立生活への支援を行う。 

（２）消防計画に従い避難訓練・総合訓練等を実施し、あわせて利用者自身が自

らの安全を守るための知識と意識をもてるよう支援する。 

（３）スタッフ間で情報共有の機会を作り、安定した支援の確保と定着を図る。 

 また、ＷＥＢ研修を取り入れ職員の質の向上に努める。 

 

  



かがやきステーション 
 

１ 令和７年度事業計画の概要 

 令和３年１０月より体制が変わり、管理者兼相談支援員１名、相談支援員兼他

施設職員１名の２人体制となり令和７年度開始時もこの体制を継続する。その

上で、法人内の利用者で他の相談支援事業所からの移行を希望される方につい

ては、積極的に受け入れるようにし、今年度も 5 名程度の増員を目標として取

り組む。今後は安定した運営ができるよう、法人全体の状況を踏まえて検討する。 

サービス提供時のモニタリングとして利用者がサービスを受けている様子の

確認も行う。また地域からの基本相談も継続して受けていく。昨年４月の報酬改

定によって新しい体制加算（高次脳機能障害支援体制）が増えたが、該当する研

修を受講し報酬につなげる。 

法人内で契約していただいている利用者の相談業務については、ICT の活用

などで普段から情報共有を行い、スムーズな書類作成につなげる。サービス担当

者会議で本人中心の支援ネットワークを強める。家族を頼れなくなった時の社

会資源の活用、グループホームなどの地域生活への移行、入所施設内でやってみ

たい事の実現などご本人の望む生活に近づける支援体制作りを多職種と連携し

ながら作り出す。入所施設の新規利用者の紹介など施設間の横断的な役割も担

う。災害など緊急時の対応についてＢＣＰを基にしながら備えつつ、家庭へ緊急

時の備えを促す。障害者虐待防止に向けた取り組みとして担当者の配置、研修の

受講、委員会の開催を行う。 

西宮市地域自立支援協議会のあんしん窓口連絡会（市内の相談支援員が集ま

る会議）の参加から相談支援員間の情報共有や研修を受講する。また地域移行連

絡会にも参加し、地域の事業所とのつながりを強め移行に向けた取り組みにつ

いて理解を深める。 

 

２ 基本方針 

・地域生活・入所生活を豊かに送ることができるように利用者を中心にしてご

家族・関係事業者・行政機関と連携をとる。 

 

３ 重点事項 

・法人内入所施設及びグループホームの空床について、入所者の確保を進める 

・高等部を卒業し第１松の園に入る予定の利用者が２名おり、学校から第１松の

園へスムーズな移行ができるようにする。 

・利用者のニーズに応えられる相談支援をするために他事業所とのネットワー

クを広げる。 


